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1 まえがき

取引する人の心的要因やサプライチェーンの上

流から下流への情報伝達の遅れなどの様々な要因

が重なり合って，サプライチェーンの下位に行く

ほど需要量のばらつきが増大する課題がある．そ

の現象をブルウィップ効果といい，変動に対応する

ために下位のサプライヤーほど余剰在庫が発生す

る傾向にあり，問題となっている．

ブルウィップ効果を増加・減少させる要因は多く

挙げられているが，一部のみを要因としているた

め，要因ごとの影響度合いを明確にする必要があ

る．そこで，内示精度，ロット数，リードタイム等

の要因を考慮したブルウィップ効果を求めるシミュ

レータを作成することで，要因を複合的に考える．

2 先行研究

D.H,Taylor は，英国における自動車産業のブル

ウィップ効果を試算している．完成車メーカーの需

要量とそれに関わる部品サプライヤーの生産量の

週単位のデータから，ブルウィップ効果を求めて

いる．そして，ブルウィップ効果が起こる原因は，

種々な局面における意思決定の仕方にあるとして

いる．しかし，この研究では，直接データからブ

ルウィップ効果を算出しているので，何が要因でブ

ルウィップ効果が発生しているか分からない．

3 シミュレータ

3.1 シミュレータの構成
本研究では，シミュレーターを作成して，ブル

ウィップ効果などがどのように変化するか取得す

る．シミュレーターとしては，Excel で作成した．

3.2 条件
リードタイム，ロット数，内示精度を要因とし

て考え，その中から 2つの要因を選択し値を変更

してシミュレーションを行った．

3.3 補充方法
繰り越し在庫が安全在庫目標の 2分の 1以下で

あれば，不足分を発注する．

4 シミュレーション

4.1 なにか
4.2 結果

Tab.1 リードタイムとロット数による

ブルウィップ効果
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5 まとめ

本研究では，
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